
 2 年前から工房時の製麺部（Ｂ型）で働いてきた松田さん。もともと就労経験もあり、ご本人いわく 

「もう少し骨のある仕事がしたい！」ということで、この春から就労移行・店舗部に異動しました。 

 そんな矢先にご縁のあった企業さまからお話をいただき、なんと 4 月のうちに就職が決定！虎の門の

とあるビルの、社員食堂や厨房の清掃が主な仕事です。 

 少しさびしさもありますが、遠い電車通勤もものともせずに颯爽と仕事を 

こなしていくご本人の姿や、生き生きとした表情をみると「その人の持って 

いる力」の意味をあらためて感じることができます。今後も工房時の就労支援 

員を中心に定着支援を続けていくとともに、「土曜日はおもむく食堂にうどん 

食べにくるよ」という松田さんが、どんな土産話をしてくれるか…楽しみです！ 

１９７７年１２月３日第３種郵便物認可(毎月18回 1･2･3･5･6･7の日発行) ２０１７年５月２４日発行ＳＳＫＰ増刊通巻５３９４号はばたけだよりNO.１３３ 
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 新年度が

年、今まで

の募集をし

地域の方々

だと思いま

そして前回

囲気を感じ

それでも懲

では、さて

 

朝のミーテ

来られる

担当者を割

めます。な

日の気分、

からです。

とも思って

合わせ活動

れば持ち物

 

みなさんで

野ざきの

伝いをされ

動も提供し

方で“その

昼食では

います。丁

が見えるよ

そんな言葉

お昼ごはん

午後はお

工作やゲー

ごし方で過

 

野ざきの

ットがあり

動に限らず

踏まずに対

下さってい

日第 3種郵便物認

  

が始まり、野

でで一番の登

して、それを

々に認知され

ました。はば

回はちょっと

じていただけ

懲りずに「野

て今回は…。

ティング 

る方の必要な

割り振り、一

なぜ“大まか

「こう過ご

それを引き

ています。計

動内容の変更

物やお迎え時

で過ごす時間

の家に着いた

れる方…それ

します。クイ

の人なりの参

は、慣れた手

丁寧で美しい

ようです。「

葉をお一人暮

んは通いのよ

お一人お一人

ーム、読書、

過ごしていた

の家には「ケ

ります。ゆっ

ず、生活の変

対応できる…

いる方の「そ

認可(毎月 18 回 1･

野ざきの家は

登録者数とな

をご覧になっ

れているんだ

ばたけだよ

と視点を変え

けたらと思い

野ざきの家を

とある野ざ

な支援の確認

一日の過ごし

か”なのかは

したい」を

き出す工夫が

計画は複数準

更を行います

時間の確認を

間、それぞれ

たら検温や血

れぞれの時間

イズやゲーム

参加”を引き

手つきでお手

い盛り付けは

大勢で食べ

暮らしの方か

よさが感じら

人に色んな活

散歩、昼寝

ただきます。

ケアマネジメ

っくりとした

変化にも十分

…そのスキル

その人らしい

2･3･5･6･7 の日発

は 3 月、4月

なっています

った方より早

だなぁと実感

りでは、今

えて職員紹介

いますが「う

を知ってもら

ざきの家の一

認、送迎や

し方を“大ま

は皆さんの体

確認する必

が職員のスキ

準備しておき

す。各自の役

をし、いざ出

れの時間…ゆ

血圧測定し一

間を過ごし

ム、体操。集

き出せるよう

手伝いして下

は、これまで

べる食事は美

からよく聞き

られる時間の

活動の提案を

寝も。その方

季節や天候

メント」機能

た時間が流れ

分注意し、そ

ルアップを

い生活」の実

2 

発行)2017 年 5 月

月にたくさん

す。その中

早速の利用申

感し、地域

まで「野ざ

介をしてみ

うまく伝える

らいたい」一

一日をご紹介

「訪問」の 

まか”に決 

体調やその 

必要がある 

キルである 

き、状況に 

役割が決ま 

出発です。 

ゆったりと和

一日が始ま

ます。そん

集団が苦手

うにしていま

下さる方も 

での生き方 

美味しいね」

きます。 

のひとつです

をします。 

方が好きな過

候が良ければ

能あり、計

れながらも

その方の在

これからも

実現に向けて

24日発行ＳＳ

んの新しい利

で、前回の

申し込みが

域と共に歩ん

ざきの家」の

みたり…少し

るのって難し

一心でこれか

介したいと

和やかに 

ります。入浴

んな中、皆さ

手な方の思い

ます。 

 

す。 

過 

ば屋外活動

計画と支援が

、お一人お

宅生活全般

目指してい

て。    

ＫＰ増刊通巻 66

利用者さんが

の「はばたけ

ありました

んできた長い

の紹介は施設

しでも職員の

しいなぁ」と

からも書いて

思います。

浴サービスを

さんの気持ち

いも尊重しな

にも行き、

が一体的かつ

お一人の変化

般を支援しま

いきたいです

    

618 号はばたけ

が加わりま

けだより」で

。「はばたけ

い歴史があり

設行事のこと

の人柄、野ざ

と日々悩むと

ていきたいと

 

を受ける方や

ちが一つにな

ながら、私た

季節を楽し

つ即座に対応

化を見逃さな

ます。困った

す。その先に

（管理者 

だより NO.133 

 

した。苦節

で利用者さん

けだより」が

り今があるの

とが中心で、

ざきの家の雰

ところです。

と思います

や職員のお手

なるような活

たちの関わ

しみます！ 

応できるメ

ないよう、活

た時二の足を

には利用して

齋藤貴彦）
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ん

が

の
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雰
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活
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４月の

A さんが

砂糖をあ

ある。以

チンへ足

が安心じ

のホーム

を考えれ

あるのだ

扉によ

のではな

こと、お

それには

要かもし

にも認識

「壁」や

 数日が

「もう一

あっちへ

 

「コーヒ

「焼いて

「落ちた

でもトー

「パンを

 

…明け方

いうこと

とえ、違

残り、次

A さん

に支援し

 でも A

    

3日第 3種郵便物

     

のとある明け

トースター

あたためてい

以前からも A

足が向くこと

じゃない？」

ムは元々仕切

れば、壁と扉

だが、何かし

よって締め出

ないか…。支

お互いの信頼

はとても時間

しれない。が

識するものだ

や「扉」で得

が経ち、なぜ

一度、話を聞

へ飛び、こっ

ー？砂糖を

てない。落ち

た？…あぁ、

ースターのス

をね、食べよ

方、パンを焼

か？「なん

違うところに

次はちゃんと

んの心にきち

している限り

さんには一

   パン

物認可(毎月 18 回

     

け方に、キッ

にスイッチ

いたそうだ。

A さんは、深

とがあり、職

といった話

切りも扉もな

扉を作り鍵の

しっくりこな

出す人（職員

支援者である

頼関係を日々

間がかかるの

が、それは A

だ。職員にと

得られるのだ

ぜトースター

聞かせて」と

っちへ飛びし

を焼いたのは

ちちゃったの

トースター

スイッチを入

ようと思った

焼きコーヒー

んで？」と思

に本当の理由

と伝えようと

ちんと目を向

り、きっと壁

一言…… 

ンは、朝食べ

1･2･3･5･6･7 の日

    

ッチンで…が

チを入れ、コ

事なきを得

深夜から明け

職員の間から

話がたびたび

ない。利用者

の施錠でキッ

ないモノがあ

員）と、締め

る私たちには

々築いていく

のだ。壁や扉

A さんも周

とっての「安

だろうか。 

ーで砂糖を焼

と A さんにお

しながらも、

はどうして？

の」 

ーの中にこぼ

入れたのはな

たの。でもパ

ーを飲もうと

思う行動にも

由があったと

という気持ち

向ける。支援

壁も扉もなく

べようね！ 
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  【共同生

 
がさごそ。入

コップ 1杯ほ

得たがヒヤリ

け方になると

らも「キッチ

び上っていた

者の特性上も

ッチンを管理

あった。 

め出される人

は、どんな状

くことこそが

扉を取り付け

りもみんな

安心できる住

焼いたのかど

お願いし、勤

Aさんの口

？」 

ぼれたってこ

なんで？」 

パンはなかっ

としてあれこ

も、A さんな

としても、向

ちを持つこと

援とはその積

くて大丈夫な

     

月 24 日発行ＳＳＫ

生活援助】  

入居者の 

ほどの 

リ…で 

とキッ 

チンに壁の

た。普通の一

もこれまで必

理するとい

人（入居者）

状況の時で

が、何より

けるのは簡単

が「A さん

住まい」と

どうしても知

勤務日であ

口から出た言

こと？ 

ったの」 

これやってみ

なりの目的

向き合って聞

とができるの

積み重ねなの

なのではない

     

ＫＰ増刊通巻 6618

ような仕切

一軒家を改

必要として

うのは最も

）という関

も当事者の

も大切なの

単であるし

のためにつ

A さんにと

知りたかっ

る土曜の夜

言葉は「コー

みたが、う

と理由があ

聞いてもらえ

のではないか

のかもしれ

いかと思って

  （管理

8号はばたけだよ

りと扉を付

修した建物

こなかった

理に適った

係をつくっ

人たちを受

ではないか

、場合によ

つけた扉」と

ってのそれ

た私は、あ

夜に話を聞い

ーヒー」だっ

まくいかな

ったのであ

えた実感は

か。 

れない。それ

ている。 

理者 南川 

よりＮＯ.133 

付けたほう

物であるこ

た。安全面

た方法では

ってしまう

受けとめる

か。そして

よっては必

と嫌がおう

れは、同じ

あらためて

いた。話が

った。 

なかったと

あろう。た

A さんに

れを忘れず

雄造） 
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                             【就労移行・就労継続Ｂ型】 

 

＊仕事をする意味＊    

吹き抜ける風がなんとも心地よく感じる季節になりました。気持ちがさわやかになりますね。 

さて、表紙でも紹介しましたが、工房時の就労移行支援・店舗部の松田さんが今年度早くも一般就

労することになりました。いっしょに働いてきた仲間と顔を合わせることが少なくなることはさみし

い気もしますが、うれしいことです。すでに就労先の社員食堂で働いている松田さんが、先日おもむ

く食堂にうどんを食べに、また顔を見せに来てくれました。「新しい仕事はどうですか？」と聞くと

「大変なところもあるけど、やっていけそう」と話していました。最初は不安もあったようですが、

少し自信も出てきたようです。まだ新しい職場で働き始めて間もない松田さんですが、なんだか顔つ

きがきりっとしまっているようで、頼もしく見えました。 

 

仕事をすることには様々な意味があると思います。生活をして 

いくために、あるいは生活を豊かにするために、お給料をもらう 

ということは一番大事なことです。ただそれだけではないように 

思います。松田さんの言葉を聞いて、顔つきを見て感じさせられ 

ることは「やりがい」ということです。仕事のなかにはお金を稼 

ぐという意味の他に、日々生活していくなかでの「やりがい」や 

「はりあい」といったものがあります。また仕事を任されること 

で自分の「やくわり」が明確になり、「人のためになっている」 

という意識を持つことにつながります。そのことが仕事を続けて 

いくモチベーションになり、生きていく糧になるように思います。 

所員の皆さん一人一人の一年を振り返っていくと、仕事は人を成長させるものなのだと、感じさせ

られます。一日一日の積み重ねの大切さを改めて認識させられます。集中力が続かず、休憩の多かっ

た人が、自分の役割を認識し、責任感を持つことで、長い時間仕事に集中できるようになった、とい

うようなこともあります。所員の皆さんがさらにやりがいを持って仕事が出来るように、また成長で

きるように、日々努力していきたいと思います。 

 

おもむく食堂には、以前工房時で働いていた、現在は一般就労している方が時折顔を見せに来てく

れます。「旅行に行ってきました」と言っておみやげを持って来てくれたり、「仕事を毎日がんばって  

います」と報告してくれたり、「工房時の忘年会に  

は参加します」と伝えてくれたりします。就職された

方のお母さんが来た時に「ここが原点なんです。帰っ

て来る場所なんです」とおっしゃっていたことがあり

ました。とてもうれしく感じました。一般就労してい

る方々が、うれしい時、楽しい時、何かを伝えたい時、

また少し疲れた時・・・立ち寄ってうどんを食べ、お

茶を飲み、話をして・・・そんな癒される場所でもあ

りたいと思います。皆さん、時間がある時は是非おも

むく食堂に寄ってくださいね。 

                                  (管理者 立野信行) 
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はばたけで

（20歳・30

やなかまか

その人の 10

への活力を

今年度は 3

60歳の還暦

り赤いちゃ

 

    

今年度はば

た場所にな

ピークに達

「おめでと

の表情…み

泣いたり、体

がわかるの

とう」は「

やっていこ

夏音さんの

 そんな夏

玉ねぎの皮

お菓子づく

はばたけの

20 歳、30

夏音さんに
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祝う会● 

では、毎年 2

歳…）を迎

ら言葉をも

0年に思いを

もらえる素

3名の方が節

暦というめで

んちゃんこ

  

ばたけに入所

ってはいま

し、ステー

う！」と拍

んな同じ道

体いっぱい

だと思いま

夏音さん、

うね！」と

耳にも届い

音さんも 5

むきと手織

りが楽しみ

主役のひと

0歳…人生の

なっている

    

＊4 月より

可(毎月 18回 1･2･

     

2月に『節目

迎えた方をお

らい、これか

を馳せ、今こ

敵な会です

節目を迎えら

でたい節目で

を着ての盛

花束やお手紙

所したのは

したが、入

ージに主役が

拍手を送りま

道を歩んでき

いで表現しな

す。みんな

大丈夫だよ

いう言葉と

いたことでし

月に入り、

織りが得意で

みの様子…も

りになって

の節目に、ま

か…たのし

（管理者 

ご家族

新しい職員

3･5･6･7の日発行

     

目を祝う会』

お祝いする会

からの 10年

ここに立って

す。 

られ、その内

で、ご本人の

盛大な会とな

紙…なかまから

1名、学生時

入所式となる

が不在！の場

ました。主役

きていて、立

ながら自分を

なの「おめで

よ！ゆっくり

なって、 

しょう。 

お仕事では

で、活動では

もうすっかり

ています！ 

またどんな 

しみです！ 

入倉暁子）

族からのお手紙で

（武石将貴）
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』という行

会です。その

年にむけてエ

ている姿を誇

内 1名は 

の希望もあ 

なりました。

のたくさんの祝

時代から実習

ると話は違い

場面も。最後

役不在にご両

立ち止まった

を見つけてき

で     

り      

は 

は 

り 

  

です（一部抜粋

が加わりま

アプローチに…照

24日発行ＳＳＫ

 【生活介

事がありま

の人の歩みを

エールを送り

誇らしく感

 

祝福！ 

習に来てくれ

います。式の

後は、廊下に

両親は恐縮さ

たり隠れたり

きたので、き

     

      

）→ 

した。皆さん

照れちゃうな 

Ｐ増刊通巻 661

介護事業】 

す。その年

を振り返り、

ります。お誕

じ、参加して

れていた夏

の始まりには

にいる夏音さ

されていま

り、大きな声

きっとその時

     

     

んよろしくお

8号はばたけだ

年度に、人生

、共に過ご

誕生日会とは

ている人み

音さん。少

は緊張と恥

さんに向か

したが、み

声で叫んだ

時の夏音さ

    

ておりでは集

お願いいたし

だより NO.133 

生の節目 

したご家族 

はまた違い、

んなが明日

しずつ慣れ

ずかしさが

って全員で

んなは余裕

り笑ったり

んの気持ち

集中力を発揮！ 

 

 

れ

が

で

裕
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あすは K

卒業生たち

た表情をし

大きな成長

さだなと感

 さて、あ

テーマとし

どうしたら

作っていま

にこたえる

としていて

3 月末には

る何かを…

となりまし

お腹いっぱ

これから

思えるよう

     

ｰﾄﾈｯﾄあす

時：講義 平

     平

  実習 平

員：25名 

講料：2,500

め切り：平成
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ミュージカ

じミュージカ

伺って終演。

元気だった

た。「挨拶」っ

とあらため

サポートネッ

ました。ガイ

お願いします

     

idsの春は、

は皆、入っ

していて、体

長を感じられ

感じます。 

あすは Kidsで

して、子ども

楽しめるの

ます。時には

こともあり

て、職員とし

は高校 3年

…」というお話

した。当日は

ぱいになるま
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社会福祉法人おおぞら会 

・ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨｾﾝﾀｰはばたけ（生活介護事業）          三鷹市野崎3-17-9   tel 0422-32-3234 

・工房時（就労移行事業･就労継続B型）            三鷹市野崎2-6-41     tel 0422-30-5571 

・野ざきの家（小規模多機能型居宅介護事業）         三鷹市野崎2-6-41    tel 0422-30-5575 

・サポートネットあすは（移動支援[居宅介護]事業）      武蔵野市八幡町1-6-1  tel 0422-36-5151 

・あすは Kids（放課後等デイサービス）            武蔵野市八幡町1-6-1 tel 0422-36-5151 

・ショートステイさくら（短期入所事業）          三鷹市井の頭4-22-6  tel 0422-32-3234 

・つなぐなかまの家・さくらハイツ（共同生活援助）    

1977年 12月 3日第３種郵便物認可(毎月18回 1･2･3･5･6･7 の日発行) 2017年 5月 24日発行ＳＳＫＰ増刊通巻6618号はばたけだよりNO.１３３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

友人に面白いと聞いて手に取ったコラム集。日ごろなんとなく感じていることをみごとに言葉にしてくれ、くすっと笑えて清々しい。 

作者はどうやら同い年の方らしく、どおりで私の年代に抱きがちな悩みや引っかかり、ゆがんだ感情すらも身近に感じるわけだ。でも 

ただ愚痴や感情を吐き出すのではなく、取って付けた正解を導くでもなく、自分の中のモヤモヤを客観的に整理して上手に思考を転換 

したり、葛藤しながらも「こんな感情も持ってていいよね」…と軽く深呼吸するくらいの感覚で次に進む感じが心地よいのだ。 

私も、自分ではまあまあポジティブで切り替えもある程度できているつもり…でいる。それでも生きていると、出口のないスパイラル 

に陥ること、予定どおりになんていかず、むしろうまくいかないことのほうが多い。そんな中、ちょっと言葉にしてもらえるだけで、 

ちょっと共感を得るだけで、なんと楽になれること！…利用者もみんな、きっとそんな寄り添いを求めているのだ。（いりくらあきこ） 

発行 障害者団体定期刊行物協会 〒157-0072東京都世田谷区祖師谷3-1-17-102 〔頒価 50円〕 

企画･編集 社会福祉法人おおぞら会   編集責任者:入倉暁子  

information 

前回好評だった「はばたけてぬぐい」 

おかげさまで完売となり、懲りずに第2弾をつくっちゃいました！ 

かわいらしいピンクのお花柄！ 

絶賛発売中です。 

 チューリップ 1000 円（税込） 

Coming Soon! 

こちらは製作中！ 

グレー地で 

渋くていい感じ！ 

お買い求めは、はばたけ、星と風のカフェ、食堂たんとなどで… 
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